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日
本
全
国
で
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
少
子
化
。
そ
の
背

景
に
は
、「
子
育
て
」
＝
「
負
担
」

と
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
子
育
て
を
し
な
が

ら
、
家
事
や
仕
事
を
両
立
さ
せ

る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
で
は
、
核
家
族
や
共

働
き
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
家
事
・
育
児
を
負
担
と
感

じ
、
不
安
に
思
う
人
は
増
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
子
育
て
に

対
す
る
不
安
を
解
消
す
る
た
め

に
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を

整
備
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

育
ち
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
現
在
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」。

　

利
用
す
る
保
護
者
が
心
身
を

休
め
、
少
し
で
も
子
育
て
の
不

安
や
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も

の
成
長
に
も
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
の
概
要
や
実
際

に
利
用
し
て
い
る
人
の
意
見
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利用方法

利用料金

市内在住の保育所などに通っていない
０歳６カ月～満３歳未満の子ども

１人１時間あたり300円

月10時間の枠内で時間単位で柔軟に
利用可能

対象

　

全
国
の
０
～
２
歳
児
の
半
数

以
上
が
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て

い
な
い
未
就
園
児
で
あ
り
、
こ

う
し
た
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
の

中
に
は
「
孤
立
し
た
育
児
」
の

中
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
保
護
者
も
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
家

庭
庁
が
令
和
６
年
に
「
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
」
を
開
始
。

令
和
８
年
度
か
ら
全
国
で
本
格

的
に
運
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
市
内

在
住
で
保
育
所
等
に
通
っ
て
い

な
い
３
歳
未
満
の
子
ど
も
が
対

象
で
保
護
者
の
働
き
方
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
係
な
く
通
園

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
も
今
年
の
８
月
か
ら
試

行
的
に
運
用
を
開
始
。現
在
は
、

３
つ
の
保
育
所
等
で
延
べ
17
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
本
事
業
を
活

用
で
き
る
施
設
が
増
え
る
こ
と

で
、
誰
で
も
子
育
て
支
援
が
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

PointPoint
これまでは保護者の就労条件

（働いていることなど）で通
園できるかが決まっていまし
たが、こども誰でも通園制度
では就労条件に関係なく通園
できるようになりました。

一
時
預
か
り
事
業
と
の

違
い
は
何
で
す
か

仕
事
や
用
事
が
な
く
て

も
利
用
で
き
ま
す
か

も
ち
ろ
ん
、
利
用
で
き

ま
す
。

　

育
児
休
業
中
や
専
業
主
婦

（
夫
）、
祖
父
母
同
居
な
ど
の

世
帯
の
人
が
理
由
を
問
わ
ず

利
用
で
き
ま
す
。利
用
中
は
、

家
事
を
し
た
り
、
自
分
の
趣

味
に
費
や
し
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
な
ど
、
自
由
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
時
預
か
り
事
業
は
、

保
護
者
の
立
場
か
ら
の
必
要

性
に
対
応
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

は
保
護
者
の
た
め
に
預
か
る

の
で
は
な
く
、
家
庭
で
は
得

ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
、
子
ど
も
が
成
長

し
て
い
く
こ
と
が
主
な
目
的

で
す
。
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項目

利用条件

利用時間

利用目的

従来の保育園制度

就労など「保育の必要性」が
ある家庭のみ

対象者は誰でも OK

月 10 時間の枠内で
柔軟に使える

親のリフレッシュ
子どもの育ちの支援など

フルタイム・パートなどに
応じて長時間

保護者の就労支援がメイン

こども誰でも通園制度

子どもにとって「良いこと」
●家庭ではできない経験や、家族以外の人と関わる
　機会が得られます

●ものや人への興味や関心が広がり、成長していく
　ことができます
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2013 2016 2019 2021 2024

●同世代との関わりにより、社会情緒的な発達を支
　えるなど成長発達に資する豊かな経験ができます

●地域のさまざまな社会的資源（子育て支援など）
　につながるきっかけとなり、これによりさまざま
　な情報や人とのつながりが広がります

●専門的な知識や技術を持つ人と関わることにより、
　孤立感や不安感などの解消につながり、育児に関
　する負担感の軽減につながります

保護者にとって「良いこと」

こども誰でも通園制度で何が変わるの？

248 人
減少

小林市の出生数の推移

263 人

14 年間で

248450 人450 人
359 人359 人 365 人365 人

308 人308 人 263 人
202 人202 人

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

地
域
で
支
え
る

育
児
の
孤
立
を
防
ぐ

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度 こども誰でも通園制度を利用している川

か わ の

野美
み き

樹さん・一
いっしん

心くん親子（写真㊧）
認定こども園こばと保育園の外

ほかぞの

薗将
しょうた

大先生（写真㊨）

子
育
て
に
寄
り
添
う
ま
ち
に

子
育
て
に
寄
り
添
う
ま
ち
に

拡
が
る
子
育
て
支
援
の
輪

拡
が
る
子
育
て
支
援
の
輪

●
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私
が
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
を
知
っ
た
の
は
、
マ
マ
友
と

の
会
話
か
ら
で
し
た
。
子
ど
も

に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
る
。

そ
う
思
い
、
通
わ
せ
る
こ
と
を

決
断
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
通
わ
せ
た
時
は
、
人

見
知
り
が
激
し
い
子
な
の
で
、

先
生
を
困
ら
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。

　

し
か
し
、
先
生
た
ち
の
支
え

も
あ
り
、
楽
し
く
過
ご
せ
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
と
て
も

安
心
し
ま
し
た
。
本
当
に
通
わ

せ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
園
の
空
き
状
況
に

応
じ
て
１
日
２
～
３
時
間
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
料
金
は
１
時
間

３
０
０
円
と
安
く
で
通
園
で
き

る
の
で
経
済
面
で
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
年
代
の
子
ど

も
た
ち
と
少
な
い
人
数
で
触
れ

合
う
機
会
は
、
た
び
た
び
あ
り

ま
し
た
が
、
集
団
の
中
に
入
る

の
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

　

園
で
は
い
ろ
い
ろ
と
体
験
さ

せ
て
も
ら
い
、
家
で
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
ほ
か
の
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
友
達
や
先
生
の
名
前
を
呼

ん
で
み
た
り
、
ト
イ
レ
を
一
人

で
し
て
み
た
り
。
ま
だ
利
用
し

て
間
も
な
い
で
す
が
、
子
ど
も

の
成
長
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も

の
新
し
い
一
面
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
で
も
通
園
す
る
と
き
に
、

不
安
で
泣
い
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
先
生
た
ち
が
笑

顔
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
の

で
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
制
度
を
利
用
し
て
い

き
、
子
ど
も
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
も
っ
と
子
ど
も
の
新

し
い
一
面
が
見
つ
か
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。　
　

　

現
在
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
の
試
行
期
間
と
し
て
、
当

園
に
は
５
人
の
子
ど
も
が
通
園

し
て
い
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ス
（
０
～
２
歳
）
に

１
日
１
人
が
、
制
度
を
利
用
し

て
通
園
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
途
中
か
ら
ク
ラ
ス
に
参
加

し
て
も
、
ほ
か
の
子
と
変
わ
ら

な
い
保
育
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

同
年
代
の
子
ど
も
た
ち
と
の

集
団
生
活
に
入
る
こ
と
で
、
ト

イ
レ
の
仕
方
や
座
っ
て
食
事
を

取
る
練
習
に
も
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
に
集
団
生
活
を
経
験

さ
せ
た
い
と
思
う
人
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
さ
ら
に
取
り
組
み
を

進
め
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
通
園
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こども誰でも通園制度で
子どもの新しい一面を
知ることができた

園
で
成
長
し
た
姿
を

見
て
驚
い
た

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

利
用
し
続
け
た
い

「
預
け
る
前
の
不
安
」
は

「
預
け
て
良
か
っ
た
」
に

利用者の声

認定こども園こばと保育園

①こども誰でも通園制度総合ポー
　タルサイトから希望施設との面
　談を予約
※子どもの健康状態などを聞き取
　ります。利用歴のある施設の面
　談は、2 回目以降は不要です

①利用予定の 10 日前までに
　こども課窓口に申請書を提出
※こども誰でも通園制度総合ポー
　タルサイトの利用アカウントを
　発行します

①こども誰でも通園制度総合ポー
　タルサイトから利用希望施設に
　直接申し込み
※こども課では受け付けしていま
　せん。利用申込受付期間と申込
　方法は、施設ごとに異なります

①予約した施設の職員の指示に
　従って受け付けし、利用

①利用後各施設で支払い
※支払い方法は施設が指定します

大塚原認定こども園 認定こども園栗須保育園

●問＝℡22‐6692 ●問＝℡44‐0700 ●問＝℡25‐7800

細野735番地１■場所 ■場所 ■場所 野尻町三ケ野山4123番地野尻町三ケ野山1294番地15
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川
か わ の

野 美
み き

樹　　　・一
いっしん

心　　　

　外
ほかぞの

薗 将
しょうた

大
認定こども園こばと保育園

主幹保育教諭

家族以外の人と触れ合うことでコミュニケー
ション能力などが育まれる

涙を見せながらも、先生にあやせられ頑張って
通園する一心くん

さん

さん

くん

利用してみよう！利用してみよう！
こども誰でも通園制度をこども誰でも通園制度を

利用申請
事前面談

予約

４
５

利用
利用料の支払い

　

２
３

・初回もしくは慣れるまで、親   
子通園となる場合があります

・令和８年度以降は、本格運用と
なり実施施設も増える予定です

・月 10 時間を超えて利用するこ
とはできません

利用する時の注意事項利用する時の注意事項！

保
育
園
の
声

　１



８

秋のこどもまんなか月間

児童虐待防止推進月間

小林市こども応援基金

村
むらおか

岡 みく

山
やまもと

元 ゆきなおねがい会員 まかせて会員

アドバイザー

さん さん

さん

市
い ち き

來 美
み つ こ

津子

基金の活用
①子どもの貧困対策事業
②少子化対策事業
③子ども・子育て支援事業

▼場所　小林市真方 89 番地１
▼電話　0984-23-1888

令和５年度から 11 月を「秋のこども
まんなか月間」と定め、企業・個人・
地方自治体などで子ども・子育てにや
さしい社会づくりのために、社会全体
で子どもや子育て世帯を支える気運醸
成に取り組んでいます。

児童虐待は社会全体で解決すべき重要
な課題であり国民の理解を深めること
が不可欠です。そのため、毎年 11 月
を「児童虐待防止推進月間」と定め、
児童虐待防止のための広報啓発活動が
行われています。

市では、安心して結婚し、子どもを生
み育て、将来を担う子どもたちが健や
かに育つ環境づくりを推進するため令
和４年度に基金を設立。個人や企業、
団体を問わず、どなたでもご寄付いた
だけますので、ご理解とご協力をお願
いします。

会員になりたい人はまず、ファミサポ
虹に入会申込書を提出してください。

▼申込書は
　コチラから

　

私
は
保
育
士
を
長
年
務
め
、

よ
り
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
間

に
入
っ
て
子
育
て
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
い
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ

虹
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
主
な
仕
事
は
、
孤
独
な

子
育
て
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

色
ん
な
関
係
機
関
と
連
携
し
て

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　私がファミサポ虹を知ったのは、
子どもを一時的に預けられる場所が
ないか探している時でした。今でも
歯医者に行ったりする時など、気軽
に活用できて助かっています。また、
子どもを預ける前にまかせて会員と
顔を合わせて事前面談があるので、
安心して預けられています。もし、
急な用事などで子どもを一時的に預
ける必要がある時は、ぜひファミサ
ポ虹を利用してほしいと思います。

　私は保育士の資格は持っていませ
んが、若い保護者の手伝いをしてみ
たいと思い、まかせて会員として
10 年間活動してきました。その中
で、特にけがには細心の注意を払っ
ています。会員はサポートする側で
すが、子どもや保護者の笑顔を見る
ことで元気をもらっています。若い
保護者の手伝いがしてみたい人や子
育てに興味がある人は、ぜひ参加し
てもらいたいです。

　

特
に
、
会
員
に
は
子
ど
も
の

事
故
防
止
の
注
意
喚
起
を
徹
底

す
る
こ
と
で
13
年
間
大
き
な
事

故
や
け
が
な
し
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
か
せ
て
会
員
さ
ん

の
堅
実
な
活
動
の
お
か
げ
で
、

設
立
当
初
、
約
15
件
だ
っ
た
依

頼
が
今
で
は
年
間
約
８
０
０
件

の
依
頼
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
サ
ポ
虹
は
、
周
り
に

誰
も
頼
れ
る
人
が
い
な
い
人
や

用
事
が
あ
る
人
の
支
援
に
加

え
、
保
護
者
間
で
も
交
流
を
深

め
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
さ
ん
と

一
緒
に
育
児
を
頑
張
っ
て
い
る

人
が
少
し
で
も
笑
っ
て
育
児
が

で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
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InForMation

ファミリー・サポート・センター
地域で子育てを支える

ファミサポってなに？ファミサポってなに？

こんな時に使ってほしいファミサポ！こんな時に使ってほしいファミサポ！ ファミサポはここがいい！ファミサポはここがいい！
●仕事の都合などで子どものお迎え
　に間に合わない時

免許なし、登録料・入会費無料で会員になれます

当日でも子どもを預けられます

預ける人と直接会って面談するから安心です

平日の７時～ 19 時（国民の祝日と年末年始を除
く）は、児童１人につき１時間あたり 500 円
それ以外は、児童１人につき１時間あたり 600
円で預けられます

●冠婚葬祭で誰かに子どもを見ても
　らいたい時

●ちょっと体調が悪くて病院に行き
　たい時

●子どもの参観日に下の子を見ても
　らいたい時

市に在住か勤務し、生後 3 カ月から小
学生の子どもがいる子育ての手伝いを
してほしい人

おねがい会員とまかせて会員の両方を
兼ねる人

急な残業や冠婚葬祭などに対応するために、「お
ねがい会員」と「まかせて会員」が会員登録し
て、地域で子育てを助け合う会員組織です。会
員の登録や援助活動のマッチング、おねがい会
員への研修を実施しています。

市では、平成 24 年に地域で子
どもを支える組織として小林市
ファミリー・サポート・センター
虹を保健センター２階に設立し
ました。現在、「育児の援助を
受けたい人（おねがい会員）」
約 750 人と「育児の援助を行
いたい人（まかせて会員）」約
170 人が登録されています。
ぜひ、ご利用ください。

市在住で 20 歳以上の子育ての手伝い
ができる人でセンターが実施する講習
会を受講した人

事前打ち合わせ
援助依頼 援助依頼

援助

支払い

会員になりたい人はココ ファミサポ虹はココ

育児の援助を受けた
い人

育児の援助を行いた
い人

おねがい会員とまか
せて会員のマッチン
グと連絡

子
育
て
す
る
親
の

心
の
支
え
に
な
り
た
い

小林市こどもまんなか
アンケート実施！

子どもや若者、子育てに対する支援
策をよりよいものにするため、市民
全員を対象にアンケートを実施しま
す。ご協力をお願いします。

▼回答はコチラから


